
オフィス・自宅で最先端研究シーズを聴ける（リモート）
会場で質問・名刺交換も可能（ハイブリッド方式で会場参加の方）

【講演要旨】
潘准教授：地球温暖化やエネルギー資源の枯渇が深刻になる中で、持続可能なエネルギーの
開発は私たちの未来に欠かせない課題である。自然界では植物が太陽光を使ってエネルギーを作り出す「光合
成」という仕組みを持っているが、このプロセスを人工的に再現して、太陽光を利用して水などから、クリー
ンな燃料を生み出す技術、「人工光合成」、がある。この技術は、日本の研究者たちによって開発された粉末
状の光触媒を使うことで、シンプルで低コスト、かつ大規模な燃料製造が可能になると期待されている。今回
の発表では、「水」と「空気」、そして「太陽光」だけを使って、簡単に水素と過酸化水素を作り出す“魔法”
のような光触媒反応について紹介する。

瀬戸浦准教授：海面の波や、大きな音（音波）は波動現象なので、物体に圧力を作用させます。同様に、「電
磁的な波」である光も、微弱ながら「放射圧」と呼ばれる圧力を持っています。レーザー光をレンズで集光し
て照射すると、ナノメートルからマイクロメートル程度の微小な
物質であれば、この放射圧によって「非接触につまむ」ことが出来ます。この技術は「光ピンセット」と呼ば
れており、発案者のAshkin博士は2018年にノーベル賞を受賞しています。この光ピンセット技術は、生体高
分子や、量子ドット・ナノダイヤモンド・カーボンナノチューブ
などのナノ材料の捕捉、輸送、分析に応用されています。講演では、光ピンセットの基礎から
応用までを紹介します。

【聴講申込】

【お問合せ】兵庫県立大学社会価値創造機構
sangaku@hq.u-hyougo.ac.jp 079-283-4560

今回聴講募集

兵庫県立大学 研究シーズ紹介
リモート／ハイブリッド方式

参加対象者：最先端研究に興味のある方・産学連携をお考えの方

聴講
無料

日時 講師 講義内容 講演形態

1: 工学研究科　奥田萌莉　助教
 AIと植物の未来：画像一枚で

読み解く成長の秘密

2: 社会価値創造機構　柴野伸之　教授
VR（バーチャルリアルティ）と

街づくり

1: 工学研究科　潘 振華　准教授　
光触媒による

太陽光燃料の製造

2: 工学研究科　瀬戸浦建仁　准教授
光ピンセットによるナノ物質の

捕捉および輸送

1: 国際商経学部　磯貝茂樹　准教授
動学ゲームにおける均衡選択と、

その談合、カルテルへの応用

2: 情報科学研究科　土方嘉徳　教授
推薦システムにおける推奨者

提示が推薦受容に与える影響

10月9日（水）

17～18時

12月11日（水）

17～18時

2月12日（水）

17～18時

リモート

ハイブリッド予定

（会場後日連絡）

ハイブリッド予定

（会場後日連絡）

【主催】兵庫県立大学社会価値創造機構
【共催】はりま新産業創出エコシステム

https://forms.gle/uznU2QhNxG69qACR6

メイン会場:
先着20名
姫路駅前南
じばさんびる3F
リモート:300名

【メイン会場】兵庫県立大学社会価値創造機構
〒670－0962 姫路市南駅前町123じばさんびる3F
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